
 
                

       

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 深谷市立川本中学校保健室 平成 30年７月２日（月） 

例年よりだいぶ早くに梅雨が開けました。連日猛

暑日です。あちこちで熱中症の話題を耳にします。 

ここ最近暑さだけでなく、ワールドカップの中継

を夜遅くまでみていた人や、テスト勉強や宿題が終

わらなくて朝までかかってしまい睡眠時間が十分に

とれていない人が、頭痛や吐き気などで保健室を利

用する人が増えています。 

いよいよ夏本番です。「暑いのは苦手～」という人

も多いかもしれませんが、体調を整えて暑い夏を元

気に乗り越えましょう。 

 

今月の保健目標 

  

夏の健康管理に 

気をつけよう！ 

汗は、全身の皮膚の下に数百万個もある「汗

腺（かんせん）という場所で作られていま

す。材料は血液で、９９％が 

水分で、残り１％は 

塩分などでできています。 

 

体温が上がり過ぎると、体の中の細胞が壊れた

り内臓がうまく働けなくなったりして、具合が

悪くなります。そうならないように汗が熱を外

に逃がします。汗をかくのは実はとっても大切

なことです。汗が出たら、水やお茶などを飲ん

で水分を補給しましょう。 



 

  

 

 

《歯と口の健康に関するポスター・標語の主な作品》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました！ 
みなさんのご協力でたくさんの

作品が集まりました。 

1階渡り廊下に掲示しました。 

保健委員のみんなで協力して

掲示しました。 

近年、情報技術がますます発達し、私たちの日常生活の中に様々な形で活かされています。

特にネットにまつわるパソコンやスマホ、メール、SNSなどは、多くの人にとって、生活

に不可欠なツールとなっていますね。 

しかし、その便利さゆえに「依存」し、本来は直接相手と会って話した方がよいことも、メ

ールやSNSですませていませんか？伝えたいことが本当に伝わっているのでしょうか？ 

相手とのすれ違いは、ときに『違和感』から『誤解』や『疑念』につながり、さらに大きな

問題を生んでしまうこともあります。 

いつでも・どこでも・誰とでもコミュニケーションがとれる時代だからこそ、直接会っ

て、お互いの顔を見て話す、心がしっかり通じ合う”対話“を大事にしていきたいですね。 


